
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和５年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

備　考

総事業費
8,580,000

番号 措置名 交付金事業の名称

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修ま
又は維持
運営等措
置

スポーツ公園グラウンド
整備事業

下北山村 8,493,000 8,493,000

交付金事業実施場所 下北山村大字上池原

交付金事業の概要

スポーツ公園のグラウンド整備のための乗用芝刈機１台と乗用砂散布機１台の購
入。
当該施設にて管理運営を行っているグラウンドは、約２,０００㎡の規模があり、
既存の機器では十分なメンテナンスが行えません。また、天然芝を用いたグラウ
ンドコートであるため、整備を怠ると使用者の安全面、予期せぬトラブル等が考
えられるため十分にメンテナンス作業が行える芝刈機の購入を検討するととも
に、天然芝グラウンドコート周りは土見であるため、整備を行うにあたり新規に
て砂散布機の購入を検討します。サッカー合宿者、グラウンド使用者の安全面の
配慮、整備を行うにあたり景観がより良質に改善されるため、当該施設利用者の
増加を図ります。

1
公共用施設に係る整備、
維持補修ま又は維持運営
等措置

スポーツ公園グラウンド整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 下北山村



目標値 人 5,000

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を行う為、事業実施後は、事業評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

下北山村地方創生総合戦略(令和２年度～令和６年度）
　基本方向Ⅰ　交流人口の拡大
　　施策①　下北山スポーツ公園施設の再整備（利用可能人数の拡大）
【基本方向】
・今後も、地域おこし協力隊制度や民間活力も入れながら事業が持続可能な取組
になるよう工夫したい
・キャンプ場、公園施設、宿泊、温泉施設の利用者・イベント参加者、登山客の
人数を毎年度５％増を目指す（釣客除く）

令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

事業期間の設定理由 単年度納期で実施できるため

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 評価年度 令和５年度
施設利用者
の利便性・
快適性の確

保

利用者数

達成度 ％ 127.0%

無

本交付金の活用により、スポーツ公園のグラウンド整備のための乗用芝刈機1台と
乗用砂散布機1台の購入ができました。整備事業を実施することで、グラウンド使
用者の安全面の配慮、快適性が確保されます。過去２年間の利用者数のデータで
は、令和４年度７,５０４人/年、令和５年度６,３６９人/年と１,１３５人の減少
となりました。昨年１２月、国道１６９号の土砂崩れによる全面通行止めのた
め、スポーツ公園全体の施設利用者が大幅に減少しましたが、今後、道路状況が
改善されれば、利用者数は増加すると思われるため、施設をより良く向上させ利
用者数の増加に努めてまいります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

事業開始年度

単位

成果実績 人 6,369



備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標

スポーツ公園グラウン
ド整備事業

達成度 ％ 100%

活動見込 台 2

単位 令和５年度

活動実績 台 2

交付金事業の担当課室 下北山村農林建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の契約の概要

スポーツ公園グラウンド
整備事業

一般競争入札 ㈱大阪ツーワイ 8,580,000

交付金事業の評価課室 下北山村農林建設課

交付金事業の総事業
費等

交付金充当額

うち経済産業省分 8,493,000

うち文部科学省分

総事業費 8,580,000

8,493,000

令和５年度


